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人(59. 4%)、女子166人(40. 6%)、恋人ありは25. 7%で、交際期間の平均は11. 0ケ月であり、お互い大切で理解しあっていると認識し





































































































































































































アイデンティティ尺度　　　26. 2　　　5. 5　　10-40　　26. 0　190(46. 5) 219(53. 5)
P B I
care項目　　　　　38. 1　　6. 4　　14-52　　38. 0　189(46. 2) 220(53. 8)






























































































男子　肯定群　88 (36.2) 72 (29,6) **　82 (33.7) 78 (32.1)**　64 (26.3) 96 (39.5)
否定群　28 (ll.6) 55 (22.6)　　22 (9.1) 61 (25.1)　42 (17.3) 41 (16.9)
女子　肯定群　61 (36.8) 60 (36.1) *　62 (37.3) 59 (35.5)　54 (32.5) 67 (40.4)
否定群13 (7.8) 32 (19.3)　　23 (13.9) 22 (13.3)　14 (8.4) 31 (18.7)
嫌なことを断れない　　　男子　肯定群　39 (16.0) 46 (18.9) *　34 (14.0) 51 (21.0)　37 (15.2) 48 (19.8)
否定群　77 (31.8) 81 (33∴　　　70 (28.8) 88 (36.2)　69 (28.4) 89 (36,6)
女子　肯定群　24 (14.5) 35 (21.1)　　29 (17.5) 30 (18.1)　24 (14.4) 35 (21.1)
否定群　50 (30.1) 57 (343)　　56 (33.7) 51 (30.7)　44 (26.5) 63 (38.0)
相手の機嫌を必死にとる　　男子　肯定群　49 (202) 56 (230)　　52 (21.4) 53 (21.8)*　48 (19.8) 57 (23.4)*
否定群　67 (276) 71 (29,2)　　52 (21.4) 86 (35.4)　58 (23.9) 80 (32.9)
女子　　肯定群　26 (156) 45 (27.1)　　37 (22.3) 34 (20.5)　36 (21.7) 35 (21.1)
否定群　48 (29.0) 47 (28.3)　　48 (28.9) 47 (28.3)　32 (19.2) 63 (汎0)
相手に八つ当たりする　　　男子　肯定群　34 (14.0) 33 (136) ??????? ??? (16.0)　34 (14.0) 33 (13.6)*
否定群　82 (33.7) 94 (38.7)　　76 (31.3) 100 (41.2)　72 (29.7) 104 (42.1
女子　　肯定群 (23.5)　33 (19.9) 43 (25.9)
否定群　47 (284) 43 (25.9)　　48 (28.9) 42 (25.3)　35 (21.1) 55 (33.1)
問題があったら
自分のせいだと思う
男子　肯定群　54(222) 54(222)　　47 (19.3) 61 (25.1)　50 (20.6) 58 (23.9)
否定群　62 (255) 73 (30.　　　57 (23.5) 78 (32.1)　55 (22.6) 80 (32.9)
女子　肯定群　30 (18.1) 47 (283)　　39 (23.5) 38(22.9)　35 (21.1) 43 (25.9)*
?????????
(21.1) 56 (33.7)
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